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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和3年3月18日(2021.3.18)

【公開番号】特開2018-172270(P2018-172270A)
【公開日】平成30年11月8日(2018.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-043
【出願番号】特願2018-65443(P2018-65443)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｂ  20/00     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/06     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  12/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｂ   20/00     　　　Ｆ
   Ｃ０３Ｂ   20/00     　　　Ｋ
   Ｃ０３Ｂ   20/00     　　　Ａ
   Ｃ０３Ｃ    3/06     　　　　
   Ｃ０３Ｃ   12/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月3日(2021.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも部分的に、希土類金属ドープされた石英ガラスからなる構成部品の製造方法
であって、
（ａ）ボイドを含む希土類金属でドープされたＳｉＯ2原材料からなる中間生産物を準備
する工程、
（ｂ）該中間生産物を、内側部が炭素質のモールド壁により境界形成された焼結モールド
中に導入する工程、
（ｃ）前記モールド壁と前記中間生産物との間に遮蔽を配置して、１５００℃を上回る最
高温度でのガス圧焼結により該中間生産物を溶融することで構成部品を得る工程
を含む製造方法において、
少なくとも２ｍｍの層厚を有する非晶質ＳｉＯ2粒子のバルク材料であって、その軟化温
度がドープされたＳｉＯ2原材料の軟化温度よりも少なくとも２０℃高いバルク材料を遮
蔽として使用し、かつ該バルク材料が、方法工程による中間生産物の溶融の開始時にはガ
ス透過性であり、そして該バルク材料が、溶融の間に焼結して加圧ガスに対して気密な外
層となり、かつ、前記バルク材料は、０．８×１０-11ｍ2から３×１０-11ｍ2の間のダル
シー係数によって規定されるガス透過率を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記バルク材料は、０．７５ｇ／ｃｍ3～１．３ｇ／ｃｍ3の範囲内のかさ密度を有する
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＳｉＯ2粒子は、１５０μｍ～３００μｍの範囲内の平均粒度（Ｄ50値）を有する
ことを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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　方法工程（ｃ）によるガス圧焼結は、１６００℃を上回る最高温度で行われることを特
徴とする、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　ＳｉＯ2バルク材料の軟化温度は、ドープされたＳｉＯ2原材料の軟化温度よりも、少な
くとも５０℃だけ高いが、２００℃以下であることを特徴とする、請求項１から４までの
いずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＳｉＯ2粒子は、２ｍ2／ｇ未満のＢＥＴ表面積を有することを特徴とする、請求項
１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳｉＯ2粒子は、１ｍ2／ｇ未満のＢＥＴ表面積を有し、それらの粒子は、開気孔を
有しないことを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記バルク材料は、０．８×１０-11ｍ2から１．３×１０-11ｍ2の間のダルシー係数に
よって規定されるガス透過率を有することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記バルク材料は、１．６×１０-11ｍ2～３×１０-11ｍ2の範囲内のダルシー係数によ
って規定されるガス透過率を有し、前記バルク材料は、１５０μｍから２５０μｍの間の
Ｄ10値、および３５０μｍから４５０μｍの間のＤ90値を特徴とする粒度分布を有するこ
とを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記バルク材料は、４０％～５０％の範囲内の初期有効気孔率を有することを特徴とす
る、請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＳｉＯ2粒子は、少なくとも９９．９％のＳｉＯ2含有量を有する石英ガラスからな
り、その粘度は、１２００℃の温度で少なくとも１０12.5ｄＰａ・ｓであることを特徴と
する、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＳｉＯ2粒子は、１０００質量ｐｐｂ未満の不純物Ｆｅ、Ｃｕ、ＣｒおよびＴｉの
全含有量を有することを特徴とする、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記ＳｉＯ2粒子は、２００質量ｐｐｂ未満の不純物Ｆｅ、Ｃｕ、ＣｒおよびＴｉの全
含有量を有することを特徴とする、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ガス透過性バルク材料は、少なくとも５ｍｍの平均層厚を有する層として中間生産
物を包囲することを特徴とする、請求項１から１３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記中間生産物の溶融の間に、前記遮蔽はガラス化してクラッド材となり、かつガス圧
処理が完了した後に、該クラッド材は除去されることを特徴とする、請求項１から１４ま
でのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ガス圧焼結は、以下の方法工程：
（ａ）中間生産物を、負圧をかけて維持しながら、１０００℃から１３００℃の間の範囲
内の温度に加熱することを含む前処理工程と、
（ｂ）該中間生産物を、負圧で１５００℃を上回る温度で、かつ少なくとも３０分間の溶
融時間にわたり溶融することで、バルク材料が焼結して、ガス不透過性の外層が形成され
る工程と、
（ｃ）溶融された中間生産物を、１５００℃を上回る温度で不活性ガス雰囲気中で２ｂａ
ｒから２０ｂａｒの間の範囲内の過圧下で少なくとも３０分間の時間にわたり圧力処理す
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る工程と
を含むことを特徴とする、請求項１から１５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記中間生産物は、一時的に少なくとも５０体積％の濃度のヘリウムおよび／または水
素を含有する雰囲気にさらされることを特徴とする、請求項１６に記載の方法。
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